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・研究手帳・

農業機械化の

速度

渡辺 侃

　今から60年御感の明治22年

の2月に，北海道庁第2部から

出版した「北海道農業手引草」

という小lll｝子に，機具を使うこ

とが潔いてあるが，それは一方，

鍬鎌を使って開拓する小農と，

他方，馬力で動かす麗具を使う

大農との経営法をいっている◇

特に後者は，プラウ，ハローは

勿論，モーワー，り一パー，そ

れからスレッシャーまである。

　スレッシャーの動力は「踏率：

〈トレヅドミル〉」といい，　馬2

頭を傾斜無限廼重度につないで

起すものであって，実物は札幌
　　　　も　　　　　の
農学校の機園にあったものを見

た事がある。動物虐待の甚だし

きものであった。

　30年越前，私は露顕を旅行し，

インターナショナル・ハーヴェ

スター会社で，づンバイン〈バー

ベスター。スレッシャー〉をま

だ少数作っているのを兇たが，

動力の牽引車〈｝ラクター〉はな
　　　　　　　　　　　　　o
がれ作業の増産に入っていた。
り　　む　　　り　　ほ

大騒の堅材を露天1ζさらし，1

年樹綬いて，狂わないようにし，

それから肖彗って部分品を作り，

組立てるものであった。

　即ち，第～次世界大戦時代を

境にして，米照農業は機械化さ

れ，北海道農業はやっと所謂大

農具；を利用するようになったの

で，約50年のおくれがある。

尤も，霊力発動機の代りに，石

油発動機が入り，それを車にの

せ，その動力で歯を動かす日本

式のトラクターが出ている。

　最三猛，米・英。蝕から牽引1…｛エ

〈トラクター〉を輸入するように

なり，十勝等で大分使っている。

しかし，どうも経済的とはいえ

ない。馬ならば数万円でまに合

うところを，石油発電機で十数

万，本当の｝ラクターに附属品

をつければ百数十万となる。馬

は最近「伝貧」等にかかり安金

でなく，飼料燕麦を作る土地が

惜しい等の欠点があるが，万能

的で草や藁を喰い，肥料を出す

ので窪だまだ軽済的である。

　農業が機械化するのに50年は

かかるだろうQ機械は大寺生産

すれば廉領になり得るだろう。

機械を応：用出来るように経営葡

積を大農化出来るか。農業人口

を少くし能率を増進し，廉価な

磯産物を生摩するような全機構

の改革となる。農業入員の全人

口に対する比率が印痩や中隅で

75％，日本で45％，紺染や欧

米諸口で25％というのは，かか

る進歩を示している。唯，そう

なる経過が複雑で困難と思う。

　コーリン・クラークが進歩の

条件として第1次産業く展林，水

産及び鉱業〉が滅じ，第3次産業

〈商業，サービス業〉等が増加す

ることをあげているが，それに

は第1次庵業が能率をあげるこ

とが必要なのである。むしろ，

第2次産業の二に業及び建築業が

発達して，やっとそれが出来る

ので，進歩の条件というよりは

進歩の結果を考える方がよい。

　私は33年位の一代〈ワン。ゼ

ネレーション〉で進化があると

思うもので，第1次大戦後の臼

本における小型発動機の取入れ

が，それを車にのせた臼本型ト

ラク：ターまで進化をとげ，今後

33年で本当のトラクターの欺入

が完成すると思う，，

　　　　　　　　（牝大敢撲農博）

北海道馬鈴薯

の始まり

高倉i薪一郎

　北海道の名産，馬鈴薯が北海

道で作られ始めたのは伺時の頃

からか。

　多くの縞物では，寛政年鑑北

海道探険家として有名な最上宇

内が，虻田で蝦夷に種薯を与え

て作らせたのが最初だとしてい

る。私も「新撰北海道史」第2

巻通説1を編集した際，先人の

説をそのまま採っておいたつと、

ころが，この説の起源は，幽翠

10年，最上徳内が，岡じく北海

道の探険家として有名な，近藤

重蔵に宛てた書状によったもの

らしい。その覆状には次の文言

がある。

　　　　　口達覚
　1）　アブク蝦夷集ξ工楊渡候こ

　　　　　　　　　　　　　の
　しやう芋の種は右の外何方の
　リ　　ロ　　の

　場所江相渡候歳

　1）　蝦夷共汽種物相渡｛測義差

　留候矯有之候哉

　　　　　鋤1答潜

　1）　アプタ蝦夷共汗こしやう
　　　　　　　　　　め　　む　　む　　む
　芋の種手渡傑哉掴1尋御座候，

　定而通詞・番人共芋種致持参

　肖分食糊にも1ノ｝三り，蝦夷jlミへ

　も為作忌事に奉藩候

　1）　種物相渡蝶儀差留の事も
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